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S c h o o l  D a t a
◎ 1998（平成 10）年に開校。
2012 年度からキャリア教育の
改革に着手。夜間の補習授業「諏
訪台てらこや」を週１回実施す
るなど、基礎学力の向上にも努
める。学校新聞に定評があり、
内閣総理大臣賞などを受賞。

校長◎清水隆彦先生　

生徒数◎ 438 人　　学級数◎ 13 学級

所在地◎〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-36-8

TEL◎ 03-3891-6115

URL◎ http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/SUWADAI-J/

公開研究会◎ 2014 年 11月（予定）

　

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
は
、
目
指
す
学
校
像

に「
全
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
捉
え
、

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
学
校
」
を
掲
げ
、

日
々
の
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
む
。
そ
の
背
景

に
は
、
若
者
の
生
き
る
力
の
低
下
に
対
す
る
、
清
水

隆
彦
校
長
の
強
い
危
機
感
が
あ
る
。

　
「
現
在
、
日
本
に
は
約
63
万
人
も
の
ニ
ー
ト
が
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
景
気
の
影
響
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
も
し
教
育
に
問
題
が
あ
り
、
チ
ー
ム
で

仕
事
が
出
来
な
い
、
課
題
解
決
力
が
身
に
付
い
て
い

な
い
と
い
う
人
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
に
は
義
務
教
育
段
階
で
の
責
任
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
人
間
関
係
を
築

く
力
や
課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

教
育
の
中
身
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
」

　

更
に
、
清
水
校
長
が
指
摘
す
る
の
が
子
ど
も
の
学

力
観
の
変
化
だ
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
や
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
＊
１
）

の
よ
う
に
数
字
に
表
れ
る
学
力
は
世
界
で
も
上
位
を

維
持
し
て
い
る
が
、「
学
習
が
楽
し
い
」「
学
校
で
の

学
習
が
将
来
の
役
に
立
つ
」
と
答
え
る
子
ど
も
の
割

合
は
他
国
と
比
べ
て
低
い
。

　
「
今
と
変
わ
ら
ず
、
10
年
、
20
年
前
も
私
た
ち
教

師
は
そ
れ
ぞ
れ
信
念
を
持
ち
、
一
生
懸
命
に
指
導
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
大
学
卒

業
間
際
に
な
っ
て
も
何
を
し
た
い
の
か
が
分
か
ら
な

い
、
将
来
の
目
標
が
持
て
な
い
と
い
う
学
生
が
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
授
業
に
も
取
り
入
れ

て
、
生
徒
が
意
欲
的
に
学
び
、
社
会
で
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
幅
広
い
学
力
層
を
抱
え
る
と
い
う
学
校
独

自
の
課
題
も
あ
る
。
同
校
は
15
年
前
に
４
校
が
再
編

さ
れ
て
生
ま
れ
た
学
校
で
、
生
徒
の
学
力
や
気
質
、

保
護
者
の
教
育
に
対
す
る
期
待
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
「
た
だ
宿
題
を
出
す
、
家
庭
学
習
時
間
の
目
標
を

設
定
す
る
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
生
徒
は
学
び
に
向

授
業
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で

改
善
し
、社
会
で
生
き
る
力
を
育
む

東
京
都　

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
行
う
も
の
と
位
置
付
け
る
。

中
で
も
力
を
入
れ
る
の
が
、
授
業
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
見
直
し
、
指
導
の
質
を
高
め
る
こ
と
だ
。

生
徒
が
身
に
付
け
る
べ
き
力
と
そ
の
手
段
を
明
確
に
し
、
生
徒
の
理
解
度
や
教
師
の
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
事
例

1
若
者
た
ち
の
生
き
る
力
の

低
下
に
危
機
感

◉
課
題
意
識

＊１　TIMSS…IEA 国際数学・理科教育動向調査、PISA…OECD 生徒の学習到達度調査
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か
い
ま
せ
ん
。
夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
分
が
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、学
ぶ
意
欲
を
加
速
さ
せ
、

真
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、２
０
１
２
年
度
か
ら
、

学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

研
究
授
業
を
年
間
15
回
以
上
行
っ
て
い
る
。
13
年
度

か
ら
２
年
間
は
「
荒
川
区
授
業
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
研
究
指
定
校
」
と
な
り
、「
社
会
人
・
職
業
人
・

地
域
人
の
育
成
」
を
目
標
に
、
授
業
改
善
を
継
続
し

て
い
る
。

　

取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
目
指
す
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
育
成
」
と

い
う
視
点
を
授
業
に
取
り
入
れ
な
が
ら
授
業
改
善
を

行
い
、
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
と
職
場
体
験
の
実
施
な

ど
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、本
来
の
目
的
は
、キ
ャ

リ
ア
形
成
の
視
点
で
全
て
の
指
導
を
捉
え
て
、
教
育

活
動
全
体
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

授
業
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と

い
っ
て
も
、
教
科
学
習
の
要
素
を
削
る
わ
け
で
は
な

く
、
授
業
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
の

手
法
の
１
つ
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
盛
り

込
む
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
生
徒
の
意
欲
や
理
解
度

が
高
ま
り
、
学
力
向
上
に
結
び
付
く
こ
と
を
最
大
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
」（
清
水
校
長
）

　

研
究
授
業
で
は
、
授
業
を
通
じ
て
身
に
付
け
た
い

力
を
焦
点
化
す
る
た
め
に
、
中
央
教
育
審
議
会
で
示

さ
れ
た
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
に
沿
っ
て
、「
人
間

関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
」「
自
己
理
解
・
自
己

管
理
能
力
」「
課
題
対
応
能
力
」「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
能
力
」
の
い
ず
れ
か
を
必
ず
盛
り
込
む
。
そ

れ
ら
を
育
成
す
る
手
段
と
し
て
「
人
間
関
係
形
成
能

力
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
」「
学
校
図
書
館
活
用
」「
外

部
人
材
活
用
」
の
４
つ
の
観
点
を
設
定
し
、
こ
れ
を

マ
ト
リ
ク
ス
に
し
て
指
導
案
に
明
示
す
る
（
図
１
）。

　

研
究
授
業
は
年
間
15
回
以
上
行
い
、
教
師
全
員
が

必
ず
１
回
は
授
業
を
行
う
。
例
え
ば
、
１
年
生
で
研

究
授
業
を
行
う
場
合
は
、
２
・
３
年
生
の
教
師
は
分

担
し
て
１
年
生
の
各
教
室
に
入
り
、
該
当
の
授
業
を

参
観
す
る
。
そ
し
て
、
授
業
後
に
は
、
指
導
案
の
マ

ト
リ
ク
ス
を
見
な
が
ら
、
授
業
者
と
参
観
者
が
授
業

の
良
か
っ
た
点
、
改
善
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
す
る
。
授
業
で
ど
の
よ
う
に
基
礎
的
・
汎

用
的
能
力
を
育
成
し
て
い
る
の
か
、
４
つ
の
観
点
ご

と
に
具
体
例
を
見
て
い
く
。

①
人
間
関
係
形
成
能
力
（
協
議
型
授
業
）

　

人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
を
取
り
入
れ
、
話
し
合
い

活
動
や
討
論
型
理
科
実
験
な
ど
を
行
う
。
例
え
ば
、

美
術
科
で
は
授
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

を
、「
色
と
形
と
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
自
分
な
り
の

考
え
方
を
持
ち
、
表
現
す
る
力
の
育
成
」「
作
品
を

自
分
の
価
値
観
で
鑑
賞
で
き
る
力
の
育
成
」
と
規
定

し
た
。
そ
の
上
で
、
授
業
で
は
色
や
形
の
効
果
を
理

解
し
な
が
ら
言
葉
や
作
品
で
表
現
し
た
り
、
作
品
か

ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
批
評
的
な
視
点
で
発
表
・
記

述
し
た
り
す
る
活
動
を
行
い
、
人
間
関
係
形
成
能
力

や
言
語
力
・
表
現
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用

　

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
、
授
業

内
容
の
理
解
度
の
向
上
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向

上
を
図
る
。
例
え
ば
、
体
育
科
の
跳
び
箱
の
授
業
で

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
模
範
演
技
を
見
せ
た
後
、

生
徒
が
跳
ん
で
い
る
様
子
を
撮
影
し
、
教
師
と
一
緒

に
動
画
を
見
な
が
ら
改
善
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
や
課

題
対
応
能
力
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

英
語
科
で
は
、
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
英
文

法
の
解
説
サ
イ
ト
を
探
し
て
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
調

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
観
点
で

授
業
内
容
を
捉
え
直
す

◉
取
り
組
み
の
ね
ら
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

課
題
対
応
能
力
を
高
め
る

◉
授
業
に
取
り
入
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
校
長

清
水
隆
彦　
し
み
ず
・
た
か
ひ
こ  

「
先
生
方
に
は
、
全
て
の
生
徒
が
一
緒
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
、
良
質
の
問
い
を
授
業
で

投
げ
掛
け
て
ほ
し
い
」

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校

山
崎
聡　
や
ま
ざ
き
・
さ
と
し  

研
究
主
任
。
英
語
科
担
当
。「
授
業
で
は
、

ど
の
生
徒
も
分
か
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
指
導
し
た
い
」
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社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

べ
学
習
、
文
書
作
成
ソ
フ
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
の
ス
ペ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
利
用
し
て
、

よ
り
正
確
な
英
文
を
作
る
練
習
な
ど
に
活
用
し
た
。

研
究
主
任
の
山
崎
聡
先
生
は
効
果
を
こ
う
話
す
。

　
「
手
書
き
で
は
教
師
は
三
単
現
の
Ｓ
を
直
す
だ
け

で
手
一
杯
で
、
単
語
の
間
違
い
ま
で
直
し
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

正
確
な
英
文
を
効
率
的
に
学
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
」

③
学
校
図
書
館
の
活
用

　

学
校
図
書
館
の
利
用
は
、
同
校
が
最
も
力
を
入
れ

る
取
り
組
み
の
１
つ
だ
（
写
真
１
・
２
）。
英
語
科
で

は
、
図
書
館
で
好
き
な
本
を
選
び
、
英
語
で
紹
介
す

る
活
動
を
行
う
。
学
校
図
書
館
司
書
と
教
科
担
当
が

協
同
し
て
書
籍
で
の
調
べ
学
習
を
行
う
「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
」
も
各
教
科
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、『
調
べ
込
む
経
験
』

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
ぱ
っ
と
情
報
を
得
る
の
と
、
膨
大
な
文
献
資
料

の
中
か
ら
自
分
で
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す
作
業
は

全
く
違
い
ま
す
。
同
じ
情
報
に
た
ど
り
着
く
と
し
て

膨
大
な
本
や
資
料
の
中
か
ら

「
調
べ
込
む
経
験
」も
大
切

写真１　図書館では、学校図書館司書を中心に図書の並べ方や書籍の紹介、
室内レイアウトなどを工夫して生徒の活用を促している。年間利用者は３
年間で、延べ１万２０００人から１万６０００人に増えた

写真２　図書館には、「調
べ学習を進めるための３
つのポイント」が掲げら
れている

英語科学習指導案　１年生

1 教材・単元名

3 キャリア教育の観点
「人間関係形成・社会形成能力」は「多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正
確に伝えることが出来ると共に、自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働
して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成することが出来る力である」と定義されている。英語の授業では、
コミュニケーション・スキル、チームワーク、リーダーシップ等の育成を意識して指導している。

2 単元の目標
好きなことの紹介の仕方を知る
have / like / play　などを理解し、使う
好きなものや好きなことについて説明する

●

●

●

省略

＊同校の資料を基に編集部で作成

※文部科学省『中学校キャリア教育の手引き』より

人間関係形成能力
（協議型授業）

言語活動
としての話題

人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力 課題対応能力 キャリア

プランニング能力

○
相談、発表活動

○
発表活動

○
発表活動

○
ICＴ機器での例示

○
資料選定

○
発表活動

○
ＡＬＴ

学校図書館活用授業
（学校図書館活用授業）

外部人材活用授業
（教科、キャリア専門家）

人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力

課題対応能力

キャリア
プラン二ング能力

グループ

基礎的・
汎用的能力

ICＴ機器活用授業
（電子黒板、

タブレット活用授業）

授 業 の 手 段

目

的

■「基礎的・汎用的能力の育成」に特に関連する外国語（英語）科の指導内容

自分の気持ちや身の
回りの出来事などの
中から、簡単な表現
を用いてコミュニ
ケーションを図れる
ような話題を取り上
げる

〈聞くこと〉
・まとまりのある英語を
聞いて、概要や要点を
適切に聞き取ること
〈話すこと〉
・聞いたり読んだりした
ことなどについて、問答
したり意見を述べ合っ
たりすること

〈聞くこと〉
・質問や依頼などを聞
いて適切に応じること
〈話すこと〉
・伝言や手紙などの文
章から書き手の意向を
理解し、適切に応じる
こと

〈話すこと〉
・与えられたテーマに
ついて簡単なスピーチ
をすること
・つなぎ言葉を用いる
など工夫をいろいろし
て、話を続けること

〈読むこと〉
・書かれた内容や考え
方などを捉えること
〈書くこと〉
・感想、賛否やその理
由を書いたりすること
・聞いたり読んだりした
ことなどについて、自分
の考えや気持ちを書く
こと

図１ 基礎的・汎用的能力育成に関する手段と目的のマトリクス（例）
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も
、
本
を
読
み
な
が
ら
調
べ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
そ

の
も
の
が
、
社
会
人
に
必
要
な
情
報
活
用
力
を
育
む

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
清
水
校
長
）

　

例
え
ば
、
世
界
の
気
象
状
況
を
調
べ
る
時
、
気
象

に
関
す
る
本
を
片
っ
端
か
ら
探
し
て
み
る
。
答
え
は

見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
次
に
何
を
調
べ
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
、
仲
間
と
協
同
し
て
調
べ
、
物
事
を
掘
り

下
げ
て
い
く
体
験
は
、
単
な
る
情
報
活
用
能
力
に
と

ど
ま
ら
な
い
知
の
探
究
へ
と
生
徒
を
誘
う
。

④
外
部
人
材
の
活
用

　

Ｔ
Ａ
（
＊
２
）
や
地
域
の
協
力
を
得
て
行
う
授
業

も
頻
繁
に
行
う
。
例
え
ば
、
英
語
科
で
は
大
学
生
の

Ｔ
Ａ
を
３
人
入
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
合
わ
せ
て
５
人
で
授

業
を
行
っ
た
り
、理
科
で
は
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

を
招
い
て
実
験
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
地
域
や
社

会
、
産
業
界
と
連
携
し
、
生
徒
に
世
の
中
の
実
態
を

伝
え
、
学
校
で
の
学
び
や
進
路
選
択
へ
の
気
付
き
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
授
業
の
手
段
と
し
た
こ
れ
ら
の
４
つ
の
観
点
は
、

部
分
的
に
は
多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
大
切
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
に
な
る
と
意
識
し
て
授
業
を
見
直
す
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
清
水
校
長
）

　

授
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ほ
か
に
は
、
勤

労
留
学
（
職
場
体
験
）
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
職

業
人
講
話
）
を
実
施
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
取
り
組

み
も
、
仕
事
内
容
を
知
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い

な
い
の
が
、
同
校
の
特
徴
だ
。

　

５
日
間
の
勤
労
留
学
で
は
、
仕
事
の
中
身
だ
け
で

は
な
く
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
、
社
会
人
と
し
て
身

に
付
け
て
お
き
た
い
力
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。「
約
束
通
り
仕
事
が
出
来
な
け
れ

ば
厳
し
い
指
導
を
受
け
る
」「
単
に
話
す
の
で
は
な

く
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
る
」
と
い
っ
た
体
験

を
通
し
て
、
社
会
の
一
端
を
知
る
。
そ
れ
ら
の
経
験

を
学
校
生
活
に
結
び
付
け
、
今
、
何
を
努
力
し
、
生

活
を
ど
う
見
直
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
る
の
が
最
終

的
な
目
的
だ
と
、
清
水
校
長
は
語
る
。

　
「
体
験
先
の
上
司
が
言
う
こ
と
や
働
く
上
で
の

ル
ー
ル
が
、
実
は
学
校
の
先
生
が
話
す
内
容
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
生
徒
も
い
ま
す
。
社
会
で
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
、
学
校
生
活
で
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
実
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
気
付
き
、
日
々

の
学
校
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大

き
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

勤
労
留
学
で
重
要
な
の
が
、事
前
事
後
の
指
導
だ
。

単
に
「
良
か
っ
た
」「
出
来
な
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
で
は
な
く
、
勤
労
留
学
で
ど
の
よ
う
な
気
付
き
が

あ
っ
た
の
か
、
何
を
学
ん
だ
の
か
を
、
生
徒
が
焦
点

化
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

勤
労
留
学
前
に
は
、キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
マ
ナ
ー
研
修
を
行
い
、
事
後
は
振
り
返
り
の

作
文
を
書
く
ほ
か
、
三
者
面
談
を
行
う
。
勤
労
留
学

で
気
付
い
た
こ
と
を
担
任
や
保
護
者
と
話
し
合
い
、

そ
こ
で
得
た
体
験
を
日
常
生
活
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
意
識
化
さ
せ
て
い
る
。

　

ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
う
「
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
も
、
趣
旨

は
勤
労
留
学
と
同
じ
だ
。
話
の
内
容
は
、
仕
事
の
中

身
が
半
分
ほ
ど
で
、
中
心
と
な
る
の
は
仕
事
の
や
り

が
い
や
、
中
学
校
時
代
に
頑
張
っ
て
お
き
た
い
こ
と

だ
。「
約
束
の
時
間
に
１
分
で
も
遅
れ
る
と
仕
事
が

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
の
宿
題
も
１
日
く
ら

い
な
ら
遅
れ
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
は
、
社
会
で
は

通
用
し
な
い
」。
そ
う
し
た
話
を
社
会
人
か
ら
聞
く

こ
と
で
、
学
校
生
活
の
意
味
を
再
確
認
す
る
。

　

勤
労
留
学
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が

知
ら
な
い
職
業
と
出
合
い
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も

重
視
す
る
。
13
年
度
の
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

弁
護
士
や
医
師
、
企
業
経
営
者
、
新
聞
記
者
な
ど
幅

広
い
業
種
の
講
師
を
招
い
て
30
講
座
を
設
け
た
。
生

徒
は
１
人
３
講
座
を
受
講
す
る
が
、
生
徒
自
身
が
選

べ
る
の
は
１
講
座
で
、
あ
と
の
２
つ
は
抽
選
で
決
ま

る
。
今
は
ま
だ
興
味
が
な
い
、
ま
た
は
知
ら
な
い
仕

事
に
就
く
人
の
話
を
聞
い
て
、
視
野
を
広
げ
る
と
共

に
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と

を
生
徒
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
（
図
２
）。

　

例
え
ば
、
女
子
生
徒
が
プ
ロ
野
球
関
係
者
の
話
を

聞
き
に
い
き
、
男
性
の
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た

職
場
に
、
女
性
が
多
く
進
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

働
く
こ
と
へ
の
視
野
を
広
げ
る

勤
労
留
学
を
学
校
生
活
の

改
善
に
結
び
付
け
る

◉
職
場
体
験
の
工
夫

＊２　Teaching Assistant の略
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特集

社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

こ
と
も
あ
る
。
抽
選
で
仕
事
を
選
ぶ
の
は
勤
労
留
学

も
部
分
的
に
は
同
じ
で
、
女
子
生
徒
が
旋
盤
工
場
に

行
っ
て
職
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

勤
労
留
学
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
効
果
的
な
活

動
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
に
あ
る
と
い
う
。
13
年
度
の

校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

協
力
を
得
て
多
様
な
業
種
の
講
師
を
招
く
こ
と
が
出

来
た
。
た
だ
、
取
り
組
み
は
あ
く
ま
で
学
校
主
導
で

行
う
べ
き
だ
と
、
清
水
校
長
は
強
調
す
る
。

　
「
プ
ロ
の
力
を
借
り
る
時
、
往
々
に
し
て
全
て
を

任
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
学
校
で
は
よ
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
プ
ロ
は
、
あ
く
ま
で
学
校
を
支
援

す
る
立
場
で
あ
り
、
教
師
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
学
校
に
来
る
こ
と
は
、
教
師
の
研
修
に
も
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
業
界
の
プ
ロ
と
の
協
同
作

業
を
通
し
て
、
表
現
や
指
導
の
仕
方
、
話
し
ぶ
り
な

ど
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
革
に
よ
り
、
生
徒
の
意
識
に

変
化
が
表
れ
つ
つ
あ
る
。
毎
年
実
施
す
る
荒
川
区
の

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
意
欲
的
に
学
ぶ
姿
勢
が

徐
々
に
身
に
付
い
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
ま
た
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
将
来
の
夢
に
具
体
的
な
仕
事
内

容
を
掲
げ
る
生
徒
も
現
れ
始
め
て
い
る
。「
こ
の
先
、

希
望
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
時
で
も
広

い
視
野
を
持
て
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
進
路
選
択
に

お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
清
水
校
長
は

評
価
す
る
。

　

何
よ
り
も
変
わ
っ
た
の
は
教
師
の
意
識
だ
。
当
初

は
、
清
水
校
長
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
を
説
く
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
今
で
は
職
員
室
な
ど
で

「
こ
の
取
り
組
み
は
社
会
形
成
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
る
」「
課
題
対
応
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
内
容
が
話
題
に
上
る
よ
う

に
な
っ
た
。
同
校
で
は
、文
部
科
学
省『
中
学
校
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
手
引
き
』
を
教
師
一
人
ひ
と
り
に
配
布

し
た
。
付
せ
ん
や
マ
ー
カ
ー
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど
読

み
込
む
教
師
も
い
る
と
い
う
。

　

研
究
授
業
以
外
の
普
段
の
授
業
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用

し
、
人
間
関
係
形
成
能
力
や
課
題
対
応
能
力
の
向
上

に
努
め
る
教
師
が
増
え
て
お
り
、
清
水
校
長
も
「
今

ま
で
の
授
業
と
は
構
成
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
す
」
と
評
価
す
る
。

　

現
場
の
変
化
は
教
師
自
身
も
実
感
し
て
い
る
。

　
「
英
語
科
で
は
、
以
前
か
ら
生
徒
同
士
の
学
び
合

い
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
が
、『
英
語
を
通
じ
て

ど
ん
な
人
を
育
て
た
い
の
か
』
と
い
う
視
点
で
授
業

を
組
み
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
労

留
学
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
際
は
、
た
だ
リ
ス

ト
の
上
か
ら
順
に
電
話
を
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
教
師
が
出
向
い
て
一
社
一
社
交
渉
に
当
た
り
ま

し
た
。
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
向
き
合
っ
て
話

を
す
る
こ
と
で
取
り
組
み
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
の
社
会
性
も
高
ま
っ
た

の
を
感
じ
ま
す
」（
山
崎
先
生
）

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
は
す
ぐ
目
に
見
え
る
よ

う
な
形
で
表
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
リ
ア
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
授
業
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
少
し
で
も
生
徒
が
授
業
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
成
果
で

し
ょ
う
。
本
校
で
も
全
て
の
先
生
の
授
業
が
変
わ
っ

た
と
い
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
更

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
、
教
育
の
質

を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
清
水
校
長
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
が

日
常
の
教
育
活
動
に
も
浸
透

◉
成
果
と
課
題

機械エンジニア受講（３年生女子）…「機械エンジニア」という意味も知りませんで
した。私は機械を触るのも苦手で、機械に興味がなかったのですが、今回の話を聞
いて、「機械エンジニア」の素晴らしさが分かりました。
会社経営受講（３年生男子）…社長さんのイメージが変わりました。物事を判断する
ことが大事だということが分かりました。社長はただ偉そうにしているのではなく、社
員の皆さんをしっかりまとめる大変な仕事だと分かりました。
映像ディレクター受講（１年生女子）…映像は、人の心を動かせるものだと分かり
ました。人を喜ばせることや、作品を「一生の宝物」と言われてみたいと思いました。
クッキーソムリエ受講（１年生女子）…母も同じことを言っていましたが、食事は自
分のために作ろうと思うとあまりおいしく作れない。人のためにおいしくと思って作る
ことが大切だと分かりました。
ライター受講（３年生男子）…いろいろ「やってみる」ことの大切さ、「人との出会
い」を大切にすること、プラス、マイナスがあっても「自分の可能性」を信じてこれから
も頑張りたいと思いました。

●

●

●

●

●

＊同校の資料を基に編集部で作成

図２ 校内ハローワークを受講した感想




